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Abstract：In order to support schools that are required to cope with various issues and learn new things, 
Naruto University of Education, in collaboration with the Tokushima Prefectural Board of Education, the Anan 
City Board of Education, and the Mima City Board of Education, started training of teachers in 2015 in the 
use of the "Teleconference System" (training room utilizing ICT). As a result, improvements in teacher quality 
and revitalization of the training of teachers were measured, and it became clear that is was successful. For this 
study, the effectiveness was observed through lessons with children and exchanges between schools using the 
teleconferencing system, in addition to teacher training. As a result, the teleconferencing system was clearly 
effective in improving the quality of learning for students and solving various problems on site at schools. In the 
future, while increasing the awareness of its usefulness throughout the prefecture, networks between schools, 
subject committees, and such will be established and utilized, and it is expected that the quality of education 
will be further improved.
Keywords：Naruto University of Education, Teleconference System, Training of teachers, Exchange learning 
between schools
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①大変良かった １４ ２ １５ ８ １０ ４ ８ ４ １２ ８
８５
（５３％）
②概ね良かった ２ ８ ３ ５ １ ０ ５ ２ ２７ １８
７１
（４４％）
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①大変良かった ６ ５ １１ ２２（９２％）
②概ね良かった ０ ０ ２ ２（８％）
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容や進行が充実したのではないか。
　テレビ会議システムの事前接続テストは，担当教員と
放課後を利用して行ったため，児童生徒は，テレビ会議
システムの利用は，初めてであった。そのため配信先に
伝える声の大きさや速さに戸惑いが見られた。児童生徒
も事前にテレビ会議システムを体験し，声の伝わり方等
を確認した上で発表の仕方の工夫が必要であった。また，
学校間交流学習を進めていく上で，教員間の打ち合わせ
時間の確保についても検討をしていかなければいけな
い。
Ⅴ．考察と所感
　サテライト研修は，学校現場に求められている多様な
課題への対応や新たな学びを求められている学校現場を
支えるシステムとして導入された。その成果が，本研究
で実施された研修内容やアンケート結果から，明確に
なった。鳴門教育大学企画研修では，最新の教育動向や
今日的課題について知識を深めることができた。また，
徳島県教育委員会企画研修では，人数が多く会場整備の
課題が残されたが，受講者の研修への満足度は高く，悉
皆研修においてもサテライト研修が有効であることがわ
かった。阿南市及び美馬市で実施した希望研修では，そ
の有用性を確認するとともに，各教科部会，校内研修，
児童生徒対象の授業等とテレビ会議システムの活用の幅
を広げることができた。
　平成２７年度，開始当初は，鳴門教育大学や市教委で
企画した研修が中心であったが，本研究では，各教科部
会や小中学校等からの要請を受けて実施した希望研修が
多く，また，受講者の満足度は非常に高かった。校種別
のニーズや受講者の課題に即した研修テーマを設定し，
そのテーマに造詣の深い大学教員と双方向性を生かした
質疑応答を行いながら学ぶというサテライト研修が，教
員のより主体的な学びにつながったことが，アンケート
結果から読み取ることができた。学校現場に求められる
サテライト研修のあり方だといえる。
　また，各教科部会研修等の既存研修や悉皆研修にサテ
ライト研修を活用することは，教員の負担軽減さらには
児童生徒と向き合う時間の確保につながることが，自由
記述の感想からうかがえる。中央教育審議会答申（平成
３１年１月）では，新学習指導要領を円滑に実施していく
ための課題のひとつに教員の働き方の実態を改革するこ
とをあげている。サテライト研修は，この課題を解決す
るための有効なシステムであるといえる。
　児童生徒を対象とした授業では，大学教員からの指導
助言により，児童生徒の学びの質が向上した。遠隔教育
に向けた施策方針（平成３０年９月）では，「教師支援型」
の遠隔事業において，専門家等の外部人材の活用等によ
り，児童生徒の興味・関心を喚起し，学習活動の幅を広
げることが可能になることを効果としてあげている。新
しい学びに向けた授業改善の視点からも，今後，授業で
のテレビ会議システム活用について環境整備が進んでい
くことが望まれる。
　学校間交流学習では，児童生徒や教員の自由記述の感
想にも見られるように様々な効果や成果をあげることが
できた。参加した児童生徒，教員からは，継続を望む意
見が多くあった。「遠隔学習導入ガイドブック（第３版）」
では，遠隔教育の効果について，多様な意見や考えに触
れられる，友達との話し合いや議論を通じて自分の考え
を深められる，コミュニケーション力や社会性が養われ
る，学習意欲や相手意識が高まる，学習活動の規模が広
がる，他校の状況や様子について把握できる，場所が離
れている良さを生かした学習ができる等に整理されてい
る。本研究で実施した学校間交流学習でも同様の効果を
得ることができた。今後，少子化や過疎化がさらに進み
小規模校が増加することが予想される。テレビ会議シス
テムの積極的な活用が有効な教育活動につながると思わ
れる。
　遠隔教育の推進に向けた施策方針（平成３０年９月）
では，学校現場へ遠隔教育に係る施策をその有効性から
総合的・継続的に推進していくことを提言している。本
研究で使用した可搬式テレビ会議システムの機器の接続
状況は，阿南市の離島と美馬市の山間部間，さらに，県
南部の山間部と県西部の山間部間でも映像・音声ともに
良好であった。今後，県内に広くサテライト研修やテレ
ビ会議システムを活用した学校間交流学習等の有効性に
ついて周知を図ると同時に，教科部会や学校間のネット
ワークを構築することで，更に，学校現場が抱える様々
な課題の解決や学校のニーズに対応することが可能にな
ると考えられる。
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